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研究成果の概要（和文）：東洋由来の世界観や人生観では主体と客体が未分化で両者の区別が曖昧に認識され、内向的
、感覚的傾向が強いという。こうした東洋的人生観に基づくストレス対処心理特性として受容的感覚という心理特定を
同定した。以下の下部構造から構成される。（１）脱執着感（ストレス状態の思いにとらわれない、過度に反応しない
感覚）、（２）脱同一化感（ストレス状態にあることを能動的に客観視する感覚）、（３）包容感（ストレス状態にあ
ることを物事の道理として受け入れる感覚）（４）被包容感（ストレス状態にあることが第三者に受入れられていると
思える感覚）。こうした分類をもとに、受容的感覚を測定する１０項目の質問からなる尺度を開発した。

研究成果の概要（英文）：In the Oriental view of the world and of humanity, subjects and objects are vaguel
y defined, and introverted nature becomes stronger. We identified the psychological pattern to cope with m
ental stress based on this oriental view as sense of acceptance. These four underlying senses constitute t
he sense of acceptance. 1) The sense of forgetting the stress/trying not to be too sensitive to the stress
, 2) The sense of viewing the stress objectively, 3) The sense of accepting that you are under stress, acc
epting the stress as such, 4) The sense of being accepted by the third person that you are under stress.
Based on this categorization, the scale for measuring sense of acceptance, which consists of ten questions
, was developed. 
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１．研究開始当初の背景 

健康と疾病は、リスクまたはストレッサー

要因とそれとは逆向きに働く健康増進要因

（Saulutary Factor）の力関係で規定される

とする考え方がある。健康増進要因の中で、

特に心理的要因として代表的なものに「首尾

一貫感覚 Sense of Coherence（SOC）」がある。

これは Aron Antonovsky がユダヤ人大量虐殺

生還者の調査の中で見出した心理特性であ

る。SOC は、(a)現実は予測と説明が可能であ

ると感じること（把握可能感）、(b)自分の力

でストレスを対処できると感じること（処理

可能感）、(c)そのストレスに対処することは

挑戦し心身を投入するに値すると感じるこ

と（有意味感）の３つの下部構造からなる「前

向きに明るくたくましく生きる力」（山崎、

他、2008）と説明される。SOC は健康的保健

行動（Wainwright et al, 2006）や QOL（Floyd 

et al, 2011）と正の関連、うつ（Luutonen 

et al, 2011）とは負の相関を示すなど、SOC

の有用性を示す実証研究は多数報告されて

いる。 

一方、我々はかつてわが国で介護予防の研

究をしている際に、日本人の長寿高齢者には

共通する心理特性が存在するのではないか

と考えるようになった。それは、くよくよ考

えない、穏やか、包容的などの共通した心理

特性をもち、幾つかの「長寿の秘訣」研究で

も同様の点が指摘されていた。長年に亘り無

数のリスクあるいはストレッサーに対処し

た結果として長寿を遂げたと考えるならば、

これも健康増進要因と考え得るのではない

か。しかし、これはリスクあるいはストレッ

サーを「受容する」特性を持つ点で、リスク

あるいはストレッサーに「抗しよう」とする

SOC と明らかに異なる特性を有していると考

えられた。そこで、東洋的人生観や世界観の

上に成立したと考えられるこのストレス対

処の心理特性について探索的研究を行うこ

とになった。 

 

２．研究の目的 

本研究は、SOC とは異なる新たな心理的ス

トレス対処の健康増進要因として「受容的感

覚 Sense of Acceptance（SOA）」を定義し、

その下部構造を明らかにし、ついでこれを測

定する尺度を開発することを目的とした。 

SOA を同定したならば、首尾一貫した自律

的自己を持ち、リスクあるいはストレッサー

に抗しようとするSOCを保持することが困難

な人に、その代替として SOA を醸成していく

新たな健康教育の在り方を提供することが

期待できる。 

  

３．研究の方法 
次の手順でSOAを定義し、尺度を開発した。 

（１）構成概念の考案；東洋的思想および東

洋文化論の文献、書籍を参考に東洋的人生観

や世界観の特徴を把握し、それを参考にしな

がら SOA の下部構成要素を考案した。 

（２）構成概念の修正；地方自治体職員と東

日本大震災時の津波被害者へのインタヴュ

ーを行い、過去にストレスに晒された際の心

理的対処を思い出してもらい、その経験を

SOA の下部構成要素毎に分類を試み、構成概

念の要素分類と定義付けの再検討を行った。 

（３）質問文の作成；複数の専門家によるブ

レインストーミングを実施し、質問項目の第

１次選定を行った。この際、ファセット法の

マッピングセンテンスを用いて、SOA の構成

概念を質問文へと転換させる文章化を行っ

た。 

（４）第 1回調査；地方自治体職員を対象に

開発した質問文に対して回答してもらう調

査を実施した。回答分布の確認、反応傾向項

目・ネガティブ項目・冗長性項目を除外し、

因子分析により質問項目の絞り込みを行っ

た。 

（５）第２回調査；一般企業及び一般住民を

対象に調査を実施し、結果から探索的因子分

析法にて質問項目の絞り込み、および構成概

念妥当性の再検討を行った。関連尺度（外的



基準）として WCCL コーピングスケールも測

定し、基準関連妥当性の検討を行った。同時

に、回答分布を確認し、反応傾向項目・ネガ

ティブ項目・冗長性項目を除外した。 

(６) 信頼性の検討；クロンバックα係数を

算出して信頼性を検討した。 

 
４．研究成果 

西洋由来の世界観・人生観は、外界世界へ

の関心が強く、主体と客対が明確に二分され

ている特徴を有すると考えられる。主体の理

想世界（イデア）を実現すべく、客体（自然）

を変形し、支配する志向性が強い。自然や死

に対して毅然と立つ（カント哲学）特徴が濃

厚である。そこから内的倫理基準すなわち罪

の文化という特徴が出てくる。左脳的、言語

的、論理的で、顕在意識に特徴を持つ。また

自己肯定感が強い傾向にある。父性愛的であ

り、正義、自立を重視し、同時に科学や法制

が進歩する素地を与えると考えられる。 

他方の東洋由来の世界観・人生観は、内向

性で人格形成や道の探求に強い関心を向け

る傾向が強い。主体と客対は未分化で、客体

（自然＝おのずから）への随順志向がある。

生も死も未分化な点も特徴である（生死一

如）。外的倫理基準すなわち恥の文化とも指

摘される。自然との一体感を強調し、右脳的、

感覚的、潜在意識的傾向が強い。母性愛的で

包容的であると考えられる。  

こうした検討から、日本人には SOA と呼ぶ

ことのできるストレス対処の心理特性があ

ると考えられた。SOA の下部概念は次の 4 つ

から構成されると考えられた。（１）脱執着

感（ストレス状態の思いにとらわれない、過

度に反応しない感覚のことで、典型的な表現

は「くよくよ考えない」「水に流す」「気分転

換する」など）、（２）脱同一化感（ストレス

状態にあることを能動的に客観視する感覚 

のことで、「自分の気持ちと距離を置いてみ

る」「こんなものだ」という表現であらわさ

れる）、（３）包容感（ストレス状態にあるこ

とを物事の道理として受け入れる感覚 であ

り、典型的には「仕方ない」「諦めるしかな

い」「だめなら駄目でいい」「やるだけのこと

はやった」「何とかなる」などが挙げられる）、

（４）被包容感（ストレス状態にあることが

第三者に受入れられていると思える感覚の

ことで、「ひとりじゃない」「有難い」「お陰

さまです」などと表現される）の4つである。  

地方自治体職員 8名と津波被害者 4名への

インタヴュー結果を基にファセット法によ

り文章化したところ、脱執着感、脱同一化感、

被包容感が 6 問、包容感 8 問の計 26 問の質

問文が作成された。これを用いて地方自治体

職員 358名を対象に第 1回目調査を実施した。

因子分析法によるプロマックス回転を行っ

たところ、因子負荷量が 0.4 以上の質問数は

脱執着感6問（クロンバックα係数＝0.820）、

脱同一化感 4問（α＝0.726）、包容感 4問（α

＝0.591）、被包容 4 問（α＝0.782）であっ

た。 

次に、一般住民と企業職員 280 名を対象に

第 2回目調査を実施した。因子分析法による

プロマックス回転を行ったところ、因子負荷

量が 0.6 以上の質問数は脱執着感 3問（α＝

0.708）、脱同一化感２問（α＝0.718）、包容

感２問（α＝0.650）、被包容３問（α＝0.763）

の計 10 問に絞り込まれた。基準関連妥当性

として WCCL コーピングスケールと比較した

ところ、SOA と WCCL の積極的認知及びソーシ

ャルサポートとの Pearson 相関係数は 0.524

（p<0.001）、SOA と WCCL の自責・希望的観測・

回避との相関係数は-0.228（p<0.001）であ

った。また、SOA と SOC（東大式首尾一貫感

覚 3問）との相関係数は 0.586（p<0.001）で

あった。 

以上の結果から、SOA10 項目は望ましい情

緒中心対処によるストレス対処尺度として

有益な指標であると考えられた。以下に、

SOA10 項目を掲載する。 

（１）脱執着感 



問１困難な出来事に直面したとき、考えすぎ

たり悩み過ぎたりすることが 

問２過去に起こった出来事に対して、あなた

はいまでも後悔することが 

問３いやなことが起きたり、なにも手につか

なくなることが 

（２）脱同一化感 

問４困難な出来事に直面したとき、あなたは

自分のおかれている状況を客観的に 

問５今、自分がおかれている状況が分からな

くなったとき、あなたは一歩引いてその状況

を見直すことが 

（３）包容感 

問６将来、困難な出来事に直面したとき、あ

なたは人生にはこんなこともあると 

問７人には良いところも悪いところもある

が、それでよいのだと 

（４）被包容感 

問８これまで、困難な出来事に直面したとき、

あなたは 

問９将来、自分が困難な出来事に出合っても、

周りの人があなたを助けてくれると 

問１０これまで、つらい時期を乗り越えられ

たのは、周りの人が見守ってくれたからだと 
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